
みなさんは、薬に関わる仕事は製薬会社に入らないとできない、、、とは思っていませんか？ 

薬を社会に送り出すには、薬そのものを開発したり、製造したりする作り手と、その薬は本当に安
全なのか、世の中の人があとで困ったりすることが本当に無いか、を見定める「最後の送り手」と
の共同作業がとても重要です。つまり、化学や生物の知識を持ちながら、「患者を守る視点」で薬
をチェックするとても大事な仕事があるのです。 

（独）医薬品医療機器総合機構とは、このための国の重要かつ唯一のチェック機構で、坂口先生
はここで、多くの新しい薬をいかに日本の人に届けるかを審査してこられた方です。 

現在、アメリカに比べて、日本ではこの関所を守る人が大いに不足していて、そのためになかな
か新しい薬や、iPSのような新しい治療法が世の中に出にくい一つの原因になってきています。こ
のため、多くの若い人が強く求められています。 
この重要な薬に関わるキャリアパスについて、みなさん学んでみませんか？ 
企画： 創薬科学研究科 加藤竜司 （kato-r@ps.nmagoya-u.ac.jp) 

http://www.ps.nagoya-u.ac.jp/

